
浜岡砂丘

（1）

新
年
度
抱
負

常
務
取
締
役
　
山
下
茂
俊

桜
前
線
も
北
上
し
、
木
々
も
芽
吹

き
、
花
々
が
咲
き
乱
れ
る
、
一
年
の

う
ち
一
番
美
し
く
、
心
動
く
季
節
に

入
り
ま
し
た
。

工
事
も
道
路
改
良
工
事
二
件
と
た
め

池
改
修
工
事
一
件
を
残
し
、
令
和
三
年

度
工
事
も
無
事
完
成
し
、
令
和
四
年
度

へ
の
移
行
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
四
年
度
は
、
第
一
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
出
来
る
現
場
を
受
注
し
、
全

社
員
の
技
術
力
の
向
上
を
図
る
事
を

目
標
に
す
る
。

第
二
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
内
部
監
査
を
利
用

し
、
監
査
を
『
工
事
成
績
採
点
の
考
慮

項
目
の
考
査
項
目
別
運
用
表
』
に
基
づ

き
、
監
査
を
実
施
し
て
、
互
い
に
検
査

時
で
の
着
目
点
等
を
理
解
し
、
検
査
点

数
の
向
上
に
繋
げ
る
目
標
に
す
る
。

第
三
は
、工
事
表
彰
を
受
賞
す
る
事
、

高
度
化
技
術
を
率
先
し
て
採
択
し
、
検

査
項
目
を
優
位
に
進
め
、
週
休
二
日
を

取
り
入
れ
、
働
き
方
改
革
を
進
め
る
。

以
上
三
項
目
を
柱
に
、
令
和
四

年
度
は
全
社
員
一
丸
と
な
り
、
色
々

な
知
恵
や
工
夫
を
凝
ら
し
、
よ
り
良

い
会
社
づ
く
り
に
頑
張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。新

年
度
に
む
け
て

取
締
役
土
木
部
長
　
藤
原
茂
伸

四
月
よ
り
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
皆
様
も
記
憶
に
新
し
い
と

思
い
ま
す
が
、
昨
年
の
八
月
に
熱
海

市
で
土
石
流
が
発
生
し
、
多
く
の
方

が
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
。
原
因
は

『
違
法
な
盛
土
』
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
報
道
さ
れ
、
同
業
者
と
し
て
ず
さ

ん
な
管
理
に
憤
り
を
覚
え
る
と
と
も

に
、
物
を
作
る
重
要
性
に
改
め
て
社

内
で
は
身
の
引
き
締
ま
る
事
態
で
あ

り
ま
し
た
。
熱
海
の
件
は『
自
然
災
害
』

で
は
な
く
管
理
に
問
題
が
あ
る
た
め

『
人
災
』
と
な
り
ま
す
。

盛
土
は
、
施
工
後
の
沈
下
等
が
気

に
な
る
工
種
で
す
。
一
層
の
厚
さ
・

転
圧
回
数
等
全
て
が
重
要
で
す
。

新
年
度
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き

小
さ
い
工
事
で
も
管
理
を
徹
底
し
、

前
に
記
し
た
管
理
が
原
因
の
『
人
災
』

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
各
種
災
害
を
起

こ
さ
ず
、『
無
事
故
・
無
災
害
』
で
各

工
事
を
完
成
さ
せ
る
よ
う
に
課
員
一

同
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
年
度
の
抱
負

取
締
役
建
築
部
長
　
植
田
幸
男

新
年
度
を
迎
え
て
か
ら
、
一
ヶ
月

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
現
状
は

コ
ロ
ナ
を
含
め
内
外
で
、
大
き
な
問
題

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
建
設
業
界
に
お

い
て
も
発
注
工
事
の
減
少
、
木
材
・
鋼

材
を
含
め
原
材
料
の
高
騰
、
半
導
体

不
足
に
よ
る
製
品
納
期
の
遅
延
等
が

継
続
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
工
事
を
受

注
・
施
工
を
実
施
す
る
上
で
も
大
き
な

影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
建
築
部
と

し
て
は
現
状
の
把
握
及
び
早
期
対
応

を
実
施
し
、
全
員
が
情
報
共
有
を
図

り
、
業
務
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え

て
い
き
ま
す
。
本
年
度
も
建
築
部
は

少
数
で
の
業
務
組
織
と
な
り
ま
す
が
、

全
員
が
協
力
し
て
個
人
の
知
識
・
技
術

の
向
上
を
図
り
、
よ
り
良
い
施
工
に
努

め
ま
す
。
各
個
人
の
人
材
価
値
が
上
が

れ
ば
、
会
社
全
体
の
付
加
価
値
を
上
げ

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
新
し
い
仲
間
を
迎
え
る
環
境

を
整
え
、
人
材
育
成
と
と
も
に
就
業

者
の
定
着
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

協
力
業
者
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
、

安
全
第
一
を
優
先
さ
せ
社
会
貢
献
の

で
き
る
仕
事
を
目
指
し
ま
す
。
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三
月
末
に
社
内
全
体
会
議
に
て
外
部

講
師
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
講
習
会
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

言
動
に
よ
っ
て
相
手
を
不
快
に
さ
せ

た
り
、
脅
威
に
感
じ
さ
せ
る
こ
と
は
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
あ
た
り
ま
す
。

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
加
害
者
側
に
悪

気
が
無
く
て
も
、
被
害
者
側
が
不
快
に

感
じ
れ
ば
『
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
』
と
し
て

成
立
し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

五
十
六
期
よ
り
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21

の
再
認
証
に
向
け
て
活
動
し
て
き
ま
し

た
。
当
社
で
は
二
〇
一
七
年
に
認
証
が

取
り
下
げ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

再
認
証
に
向
け
て
四
月
十
九
日
に
登
録

審
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
回
は
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
二
〇
一
七
年
版
で
の
認
証
取

得
と
い
う
こ
と
で
、
今
ま
で
と
違
い
、

電
気
な
ど
の
環
境
負
荷
の
削
減
と
い
っ

た
限
定
的
な
環
境
へ
の
取
組
の
管
理
法

か
ら
、
本
業
を
通
じ
た
環
境
へ
の
取
組

に
よ
り
自
ら
社
会
の
持
続
的
な
成
長
を

実
現
す
る
環
境
経
営
を
推
進
す
る
手
法

へ
と
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

当
社
と
し
ま
し
て
も
会
社
全
体
で

「
環
境
経
営
」

と
し
て
様
々
な

課
題
や
機
会
を

考
慮
し
、
企
業

経
営
を
行
い
企

業
価
値
の
向
上

に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま

す
。

健康
ワンポイント
アドバイス 

なんとなく調子が悪い時は •••
最近「なんとなく疲れやすくやる気が出ない」「体の調

子もイマイチ」なんてことはありませんか？

季節の変わり目に起こりやすいそんな不調は、ホルモン

バランスの乱れが原因かもしれません。

ホルモンは体のさまざまな働きを調節する物

質で、体の内外で環境の変化が起こると必要に

応じて分泌され、体の機能を一定に保つ働きを

します。しかし、次のような要因が重なるとそ

のバランスが乱れて不調をきたします。

ホルモンバランスの乱れを放っておく

と、自律神経の失調が起こり、頭痛や不眠

症、めまい、月経異常など更年期障害の症

状が現れたり、高血圧や糖尿病など生活習

慣病を発症したりすることがあります。症

状を和らげるには生活習慣の改善が基本で

すが、手軽にできる“つぼ押し”もその方

法の一つです。

ホルモンバランスの乱れは
「つぼ押し」で整えよう！

ホルモンバランスが乱れる原因

“つぼ押し”でホルモンバランスを整えよう

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
2121
再
認
証

再
認
証

社
員
教
育
の
実
施

『
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
講
習
会
』

セクハラ＝セクシュアルハラスメント
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二
〇
一
一
年
五
月
よ
り
、
運
送
業
の

「
緑
ナ
ン
バ
ー
」
の
自
動
車
へ
の
み
運
転

前
後
の
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
が
義
務

化
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
二
〇
二
二
年

四
月
か
ら
「
白
ナ
ン
バ
ー
」
の
自
動
車

を
一
定
数
保
有
す
る
企
業
や
団
体
を
対

象
に
、
安
全
運
転
管
理
者
に
よ
る
運
転

者
へ
の
運
転
前
後
の
ア
ル
コ
ー
ル
検
知

の
義
務
化
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
当
社
で
も
四
月
一
日

よ
り
運
転
者
の
酒
気
帯
び
状
態
の
確
認

を
は
じ
め
ま
し
た
。

十
月
か
ら
は
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
を

用
い
て
酒
気
帯
び
の
確
認
を
始
め
る
計

画
で
す
。

当
然
な
が
ら
二
日
酔
い
と
い
わ
れ
る

状
態
に
お
い
て
も
酒
気
帯
び
と
判
断
さ

れ
ま
す
。
翌
日
に
運
転
業
務
を
控
え
て

い
る
職
員
は
前
夜
の
痛
飲
を
避
け
、
体

調
管
理
を
徹

底
し
て
く
だ
さ

い
。

「初鰹あります」
この季節になると、毎年楽しみにしているこ

とがあります。浜松生まれ浜松育ちの私として
は、先ずは「浜松祭り」のことです。藍染の股引
きに足を通し、腹掛けを付け、袢纏を纏い、帯を
締めます。そして、最後に地下足袋のコハゼを慣
れぬ手つきで留めます。鳶職のいなせな姿ではな
く、浜松祭りの支度です。仕事柄いつも革靴を履
いていますので、この地下足袋を履くと何となく
軽やかな足運びになり、何故か歳を忘れ心がとき
めきます。しかし、今年も昨年に続きコロナ感染
症の蔓延から、規模を大幅に縮小して開催となり
ます。浜松祭りの醍醐味は、日中の大凧（畳 4畳
から 8畳の大きさ）の切り合い合戦から、夜の御
殿屋台の引き回しです。勇壮さと雅な風景、言い
換えれば“動と静”の織りなす祭りです。

そして、この祭りが近づいてくるともうひと
つの楽しみがやってきます。鰹の水揚げ量では、
土佐高知に並ぶ御前崎の皆様の前では、大変、口
はばったいのですが“初鰹”です。

昔の人は「女房を質に入れても初鰹」と言っ
たようです。そのくらい旬のものです。いまや質
屋も見かけなくなり、ましてや夫婦間の力学関係
が完全に逆転している我が家では、“女房を質に”
などという言葉は、絶対に口に出すことのできな
いものではありますが、これほど 5月を感じる食
材もないでしょう。その中でも“もち鰹”が最高

だと思います。釣った鰹の尾びれを持って、船の
ふちに鰹の頭を打ち付け締めて、冷凍にしないで
冷やしたまま持ち帰ることでモチモチした食感の
鰹になります。

人によって好みはいろいろありますが、私は
モチモチといった食感がたまらなく良いですね。
浜松市の南西にある舞阪漁港に揚がる鰹を水揚げ
後、鰹が硬直する前（4 ～ 5時間）の新鮮な、“旬”
に食するのが“もち鰹”です。鰹は、毎年4月頃
から黒潮に乗って鰯などを追いかけてくる。舞阪
漁港が面する遠州灘は、その黒潮が近くに流れて
いて鰹漁が盛んです。もちろん漁獲量は御前崎漁
港にはかないませんが。地元の漁師に聞けば、今
年は漁獲量が多く期待が持てそうです。

飲食街の小料理屋の店先に「もちがつを
4

　入荷
しました」とか「初がつを

4

　あります」（この場合、
必ずかつおではなく“かつを”ですね）と書いた
紙片が貼られるようになると、5月の薫風と共に
街の灯りが恋しくなります。馴染の小料理屋の女
将や大将から、電話に「今日は、“もっちい”（も
ち鰹のこと）入るよ」と連絡が入れば、仕事も早
めに切り上げて、いそいそと夜の灯の人となった
のも、一昨年まででした。昨年からは、コロナ感
染症の影響で出かけることもままならず、袢纏に
も袖を通すことなく過ごしました。おまけに馴染
のお店の 1 軒も後継者不足とコロナ禍で廃業して
しまいました。今年こそは、もち鰹とまではいか
なくても、初鰹を戴きたいですね。
「そうだ ! なぶら市場に行こう !」本場の鰹を求

めて。

折 の々記
　…思うままに ②

岸 本 敏 和

ア
ル
コ
ー
ル

□
□
□
□
□

□

チ
ェ
ッ
ク

□
□
□
□
義
務
化

□
□
□

□
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5月安全努力目標

※
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

中
止
ま
た
は
延
期
に
な
る
場
合
有
り

行
事
記
録
（
3
27

〜
4
26

）

3
30	

菊
川
地
区
安
全
運
転
管
理
協
会
役
員
会

4
1	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
役
員
会

4
6
～
4
15	

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

4
8
～
4
10	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
役
員
研
修
旅
行
・
九
州

4
19	

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
登
録
審
査

4
21	

シ
ー
テ
ッ
ク
安
全
衛
生
協
議
会

4
25	

御
前
崎
市
商
工
会 

令
和
四
年
度
青
年
部
通
常
総
会

4
26	

掛
川
法
人
会 

第
十
回
青
年
部
会
通
常
総
会
・
掛
川

行
事
予
定
（
4
27

〜
5
26

）

4
27	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
総
会

5
13	

静
岡
県
の
入
札
・
契
約
制
度
等
説
明
会
・
静
岡

	

静
岡
県
土
木
施
工
管
理
技
士
会
令
和
四
年
度
定
時
総
会
・
静
岡

5
16	

第
十
六
回
御
前
崎
市
商
工
会
通
常
総
会

5
18	

袋
井
建
協
令
和
四
年
度
定
時
総
会
・
袋
井

	

袋
井
地
区
建
設
事
業
協
同
組
合
通
常
総
会
・
袋
井

	

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
袋
井
分
会
通
常
総
会
・
袋
井

会
社
花
壇
の
花
々
が
満
開
と
な
り
ま

し
た
。
カ
ラ
ー
で
お
見
せ
で
き
な
い
の

が
残
念
で
す
が
、
赤
、
黄
、
ピ
ン
ク
の

チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
と
紫
、白
、

オ
レ
ン
ジ
色

の
パ
ン
ジ
ー

が
綺
麗
に
咲

き
誇
り
、
彩

り
を
与
え
て

く
れ
て
い
ま

す
。

年度安全標語年度安全標語〈〈後悔を 未然に無くす 危険予知後悔を 未然に無くす 危険予知〉〉
作業安全

・重機作業足場の安全確保

・現場出入口での安全確認
交通安全

・かもしれない運転の実施
環境目標

・ゴミの分別をしてリサイクル化に取り組もう

昨
年
十
月
か
ら
十
二
月
末
ま
で
実
施

さ
れ
た
交
通
事
故
防
止
コ
ン
ク
ー
ル
に

お
い
て
無
事
故
を
達
成
し
ま
し
た
。
今

後
も
継
続
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
防
止
コ
ン
ク
ー
ル

春

で

す

ね

♪

レ
シ
ピ

お
い
し
〜
い

作
り
方

①
ポ
リ
袋
に
豆
腐
と
卵
と
白
だ
し
を
入
れ
て
混
ぜ

て
お
く

②
器
に
ラ
ッ
プ
を
し
い
て
、
割
い
た
カ
ニ
カ
マ
を

乗
せ
た
ら
①
を
入
れ
、
ラ
ッ
プ
を
周
り
か
ら
寄
せ

て
漏
れ
な
い
よ
う
ね
じ
る

③
レ
ン
ジ
で
３
分
加
熱
し
、
固
ま
っ
て
い
る
こ
と

を
確
認
（
足
り
な
け
れ
ば
30
秒
ご
と
追
加
）

④
器
に
③
を
乗
せ
、
お
好
み
で
青
ネ
ギ
を
散
ら
す

⑤
耐
熱
容
器
に
【
Ａ
】
を
入
れ
１
分
加
熱
し
か
き

混
ぜ
、
更
に
40
秒
加
熱
し
た
ら
④
に
か
け
て
出
来

上
が
り

材
料
【
２
人
分
】

◦
豆
腐
…
…
１
５
０
ｇ	

◦
カ
ニ
カ
マ
…
５
０
ｇ

◦
卵
…
…
…
…
…
１
個	

◦
白
だ
し
…
…
小
匙
１

【
Ａ
】

◦
め
ん
つ
ゆ
…
大
匙
１	

◦
み
り
ん
…
…
大
匙
１

◦
水
…
…
１
５
０
ｃ
ｃ

◦
片
栗
粉
…
小
匙
１
強
（
同
量
の
水
で
溶
く
）

レンジで♪かに玉豆腐の卵蒸し

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
期
間

中
、
浜
岡
北
小
学
校
の
通
学
路
に
て
横

断
中
の
児
童
た

ち
の
安
全
を
見

守
り
ま
し
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は

ゆ
と
り
を
持
っ

て
思
い
や
り
運

転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

校校校

補補補

助助助

登登登

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
休
暇
の
お
知
ら
せ

四
月
二
十
九
日
㈮
～
五
月
八
日
㈰


